
 

 

子どもは大人に比べて体温が高めで、新陳代謝も盛んです。大 

人よりも 1 枚少なめで、頬がほてったり、背中が汗ばんでいる時

は、1 枚脱がせましょう。汗でぬれた衣服は、保温性が低下する

ばかりでなく、風邪をひく原因にもなります。体調に合わせて無

理せず、薄着に慣れていきましょう。 

T シャツ・ズボンが大きかったり小さかったりしていません

か？ゴムがゆるくなっていませんか？名前が消えていません

か？足に合った靴を履いていますか？登園前に確認をしましょ

う。 

衣服の目安 
5月 9日（火）たんぽぽ・れんげ 

       どれみ・ひいらぎ 

5月 10日（水）すみれ・年少 

5月 12日（金）年中・年長 

 

 

内科検診のお知らせ 

５月のほけんだより  

新緑の美しい５月。元気にあそぶ子どもたちの姿に、さわやかな風が吹き抜けます。 
ゴールデンウイークを楽しく過ごしたあと、心身ともにちょっと不安定になることもあり
ます。ご家庭と連携をとりながら、お子さんの様子に気を配っていきたいと思います。 

２０２３年５月１日発行 

ひいらぎこども園 

園長 中田 純子 
 

活動しやすい季節です。衣服の点検を！ 
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 鼻水が長く続く 

 

鼻の健康   鼻水・鼻づまりには… 

 

鼻水が出る 

 

鼻水で鼻の下が荒れ、 

赤くなっている 

 

鼻づまり 
 

元気で食欲もあり、ほ

かの症状が見当たらな

い場合は、出た鼻水はこ

まめにふきとりながら、

しばらくようすを見守

りましょう。風邪のひき

始めの場合は、体を温め

て安静にすることが大

切です。 

 

耳鼻科または小児科を

受診しましょう。水のよう

な鼻水は、かぜ、アレルギ

ー性鼻炎など。粘りけのあ

る鼻水は、蓄膿症(副鼻腔

炎)の可能性があります。   

また、中耳炎になること

もあります。耳を触る場合

は要注意です。 

 

ワセリンやクリームを

塗ってケアしましょう。  

ただれがひどくなった

場合は、皮膚科の先生に

相談しましょう。 

 

鼻の粘膜がはれるため

に起こります。呼吸がし

づらく苦しそうな場合

は、病院で吸引してもら

うと少し楽になります。

ゼイゼイがひどくなった

場合は、病院受診をしま

しょう。肺炎に罹ってい

ることもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の皆様へお願い！ 

 ・発熱（37.5℃以上）、下痢、嘔吐の場合は、一旦症状がなくなっても、また出るこ

ともあります。無理をして登園すると、子どもに負担がかかり、長引く可能性があ

ります。症状がなくなってから２４時間は、ご家庭で様子をみていただきますよう

お願いします。 

・下痢、嘔吐、感染症と診断された場合は、家族間での感染力が強いため、きょうだ

いの登園はできるだけ控えていただきますようお願いします。 

 

 

 


